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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も ３ つ の 帯 域 を 含 む 反 応 器 系 で 単 量 体 を 連 続 的 に 重 合 す る こ と か ら な る 吸 水 性
・ 水 不 溶 性 重 合 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 一 の 帯 域 は 、 単 量 体 、 開 始 剤 お よ び 水 が 、 単 量
体 の 重 合 が 開 始 さ れ る よ う な 条 件 下 で 、 連 続 的 に 供 給 さ れ る 開 始 帯 域 で あ り 、 第 二 の 帯 域
は ゲ ル 相 帯 域 で あ り 、 第 三 の 帯 域 は 造 粒 帯 域 で あ り 、 反 応 器 系 は 第 二 お よ び 第 三 の 帯 域 中
に 少 な く と も ２ つ の 回 転 軸 を 有 し 、 か つ 第 二 お よ び 第 三 の 帯 域 の 中 の 最 高 点 温 度 は ５ ０ ～
１ ０ ０ ℃ こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　
【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】

で あ る

第 一 の 帯 域 に 供 給 さ れ る 水 の 少 な く と も 一 部 が 、 蒸 気 の 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

単 量 体 が 中 和 度 ５ ０ ～ ８ ０ モ ル ％ の 部 分 的 に 中 和 し た ア ク リ ル 酸 を ２ ５ ～ ５ ０ 質 量 ％ 含
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

開 始 帯 域 の 温 度 が ４ ０ ～ ８ ５ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

反 応 器 の 中 の 最 高 点 温 度 が 、 圧 力 を 減 ら し 、 水 を 蒸 発 さ せ 、 凝 縮 液 が 第 三 の 帯 域 へ 戻 さ
れ る よ う な 還 流 条 件 下 で 水 を 凝 縮 す る こ と に よ り 、 ６ ０ ～ ８ ５ ℃ の 温 度 範 囲 に 維 持 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

３ つ の 帯 域 の 合 計 平 均 滞 留 時 間 が ４ ～ ８ ０ 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
方 法 。

第 一 の 帯 域 へ の 全 エ ネ ル ギ ー 供 給 量 の ５ ０ ～ ９ ０ ％ が 重 合 反 応 の 熱 に よ っ て 供 給 さ れ 、
１ ０ ～ ４ ０ ％ が 注 入 さ れ る 蒸 気 に よ っ て 供 給 さ れ 、 ０ ～ １ ５ ％ が 反 応 器 の 壁 を 加 熱 す る こ
と に よ っ て 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。



　

【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
　

【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
　

【 請 求 項 ２ ０ 】
　

【 請 求 項 ２ １ 】
　
【 請 求 項 ２ ２ 】
　
【 請 求 項 ２ ３ 】
　

【 請 求 項 ２ ４ 】
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反 応 器 か ら 取 り 出 さ れ た 重 合 体 が ０ ． ２ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 質 量 平 均 粒 度 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

第 一 の 帯 域 へ の 原 料 供 給 流 量 が 反 応 器 容 積 １ リ ッ ト ル 当 た り 毎 時 ０ ． ５ ～ ５ ｋ ｇ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

第 一 の 帯 域 へ の 原 料 供 給 速 度 が 反 応 器 容 積 １ リ ッ ト ル 当 た り 毎 時 １ ． ３ ～ ３ ． ３ ｋ ｇ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

第 三 の 帯 域 、 取 り 出 し 流 れ 、 ま た は そ の 両 方 に 過 硫 酸 塩 を 導 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

単 量 体 が 水 溶 性 混 合 物 の 中 に あ り 、 該 混 合 物 は 第 一 の 帯 域 に 供 給 さ れ る 前 に 向 流 の 不 活
性 気 体 に よ っ て 脱 酸 素 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

３ つ の 帯 域 の 合 計 滞 留 時 間 が ７ ～ ２ ０ 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。

３ つ の 帯 域 が １ つ の 反 応 器 の 中 に 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。

少 な く と も 第 二 お よ び 第 三 の 帯 域 が １ つ の 反 応 器 の 中 に 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

第 一 の 帯 域 は 、 第 二 お よ び 第 三 の 帯 域 と は 別 の 容 器 の 中 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 方 法 。

第 一 の 帯 域 へ の 供 給 原 料 の 中 の 単 量 体 濃 度 は 、 供 給 原 料 の 質 量 を 基 準 に し て 少 な く と も
４ ５ 質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

反 応 器 系 の 中 の 軸 の 少 な く と も ２ つ は 、 半 径 の 描 く 範 囲 が 重 な り 合 い 、 反 対 方 向 に 回 転
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

少 な く と も ２ つ の 軸 が 異 な る 速 度 で 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法
。

第 一 の 帯 域 へ の 供 給 原 料 が 、 単 量 体 、 開 始 剤 お よ び 水 の 溶 液 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

単 量 体 は ア ク リ ル 酸 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

重 合 体 微 粉 が 再 利 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

少 な く と も ３ つ の 帯 域 を 含 む 反 応 器 系 で 単 量 体 を 連 続 的 に 重 合 す る こ と か ら な る 吸 水 性
・ 水 不 溶 性 重 合 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 一 の 帯 域 は 、 単 量 体 、 開 始 剤 お よ び 水 が 、 単 量
体 の 重 合 が 開 始 さ れ る よ う な 条 件 下 で 、 連 続 的 に 供 給 さ れ る 開 始 帯 域 で あ り 、 第 二 の 帯 域
は 高 粘 性 の ゲ ル 相 帯 域 で あ り 、 第 三 の 帯 域 は 造 粒 帯 域 で あ り 、 反 応 器 系 は 第 二 お よ び 第 三
の 帯 域 中 に 少 な く と も ２ つ の 回 転 軸 を 有 し 、 か つ 反 応 器 系 の 少 な く と も 第 二 お よ び 第 三 の
帯 域 の 圧 力 が 大 気 中 よ り 低 い こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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第 一 の 帯 域 に 供 給 さ れ る 水 の 少 な く と も 一 部 が 、 蒸 気 の 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
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